
いよいよ令和６年度が始まりました。入学、進級おめでとうございます。
れい わ ねん ど はじ にゅうがく しんきゅう

本校校長８年目になります船津聡哉です。保護者のみなさま、地域のみな
ほんこうこうちょう め ふな つ とし や ほ ご しゃ ち いき

さま、本年度もどうぞよろしくお願いいたします。
ねが

私は学校はあるものではなく、つくるもの…子どもが「自分をつくる」ため
わたし がっこう こ じ ぶん

に学校があるのだと思っています。〈子どもが自分の学校を自分がつくる〉〈保護者(サポータ
おも

ー)が自分の子どもの学校を自分がつくる〉〈地域の人が地域の宝が学ぶ地域の学校を自分が
ひと たから まな

つくる〉〈教 職員が自分の働く学校を自分がつくる〉…すべての人が当事者になる、人のせ
きょうしょくいん はたら とう じ しゃ

いにしない学校づくりをめざしております。子どもたちを中心(主語)にして、われわれ教職
ちゅうしん しゅ ご

員が、家庭･地域のみなさんと共に、明るく前向きに知恵を出し合い、協 力して教育活動を
か てい とも あか まえ む ち え だ あ きょうりょく きょういくかつどう

展開していけば、きっと本校の歴史と伝統をさらに発展させることができると考えています。
てんかい れき し でんとう はってん かんが

私ども教職員は「チーム小郡 中」として、学校教育目標『夢と 志 をもって主体的に学
お ごおりちゅう もくひょう ゆめ こころざし しゅたいてき

び、心豊かにたくましく生きる生徒の育成』をめざして、全力で取り組んでまいりますが、
こころゆた い せい と いくせい ぜんりょく と く

教職員の力だけではとうてい実現できるものではありません。先にも述べましたが、家庭や
ちから じつげん さき の

地域のみなさまのお力添えが、ぜひとも必要です。保護者のみなさま方、地域のみなさま方も
ぞ ひつよう がた

生徒全員の育ちを支えていただくパートナーとして、本校の教育活動へのご理解とご協力をよ
ぜんいん そだ ささ り かい

ろしくお願い申しあげます。
もう

昨日の４月１０日(水)に入学式があり、１１０名の新入生が期待
さ くじつ しき しんにゅうせい き たい

と不安を胸に入学してきました。私からは、新入生へ期待すること(が
ふ あん むね

んばってほしいこと)をふたつ伝えました。
つた

ひとつは、「自分を生かす」ということです。みなさんは学級や学年、学校の一員です。ま
がっきゅう がくねん いちいん

た、家族や地域の一員でもあります。そして、そこでの様々な立場や役割があります。それぞ
か ぞ く さまざま たち ば やくわり

れの立場で与えられた役割を一生懸命に果たしてください。さらに、与えられたことだけで
あた いっしょうけんめい は

はなく、自分には何ができるか、自分は何をしなければいけないかを自分で考えて、自ら行動
なに みずか こ うどう

すること、自分の力を精一杯発揮することが「自分を生かす」ということです。
せいいっぱいはっ き

もうひとつは、「人を生かす」ということです。「人を生かす」とは、人の強みやよさを見つ
つよ み

けて認め合うことです。誰もがかけがえのない大切な人です。人の命や体、心を決して傷つ
みと だれ たいせつ いのち からだ けっ きず

けてはいけません。やさしい心や思いやりの心で人と関わり、お互いを認め、高めあえる仲間
かか たが たか なか ま

づくりをしてほしいのです。ぜひ、つながる力、気づく感性を磨いてほしいと思います。
き かんせい みが

「自分を生かし、人を生かす」「自分も人も大切にする」 このことを心に留めて、充実し
と じゅうじつ

た楽しい中学校生活にしてください。
たの せいかつ

このがんばってほしいふたつは、『校訓』に込められた願いでもあります。「自主」「創造」「誠実」
こ う くん こ じ しゅ そうぞう せいじつ

が本校の『校訓』です。この三つの言葉は、創立以来ずっと大切にされてきた言葉であり、
こと ば そうりつ い らい

第４５回入学式

小郡市立小郡中学校 令和６年４月１１日
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校長 船 津 聡 哉

学校教育目標 ～夢と志をもって主体的に学び、心豊かにたくましく生きる生徒の育成～

令和６年度の出発にあたり 本年度もどうぞよろしくお願いいたします

〈第４５回入学式〉



小郡中学校の教育の基本的な考え方を示したものです。ぜひ、この『校訓』も覚えてください。
き ほんてき かた しめ おぼ

「自主」…「他人の指図ではなく、自分で判断し、行動する｣
た にん さし ず はんだん

「創造」…「自分自身で工夫して新しくつくり出す」
じ しん く ふう あたら だ

「誠実」…「偽りがなく、真心をもって接する・取り組む」
いつわ ま ごころ せっ

新入生のみなさん、まずは学校生活に慣れること、そして新しく
な

出会った先生方や先輩、友だちとともに、常に前向きな気持ちで生活し、新しいこと
で あ せんせい せんぱい とも つね き も

への挑戦を通して、真の「生きる力」を身につけてください。
ちょうせん とお しん み

３月２２日(金)に離任式、４月５日
り にん

(金)に赴任式を行いました。
ふ にん おこな

退職 ･転任される先生方には、小郡
たいしょく てんにん

中学校のためにご指導いただき、お世話
し どう せ わ

になりました。心から感謝しますとと
かんしゃ

もに、益々のご健勝とご活躍を祈念い
ますます けんしょう かつやく き ねん

たします。

また、赴任された先生方には、今後の
ふ にん こん ご

ご指導をよろしくお願いします。

１年間、このメンバーで取
かん

り組んでいきますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。

生徒のみなさん、共にがん

ばり、充実した１年間にして

いきましょう。

教職員一同、生徒のみなさん
いちどう

を心より応援
おうえん

しています。

令和６年度 授業参観、学級懇談会、ＰＴＡ総会・歓送迎会への参加をお願いいたします

４月１９日(金)は、授業参観、学級懇談会、ＰＴＡ総会・歓送迎会です。当日の日程につき
さんかん こんだんかい そうかい かんそうげいかい とうじつ にってい

ましては、生徒を通じて配布しております別途案内文書をご覧ください。子どもたちの学校で
つう はい ふ べっ と あんないぶんし ょ らん

の姿を知るよい機会です。ぜひ保護者のみなさまのご出席をお願いいたします。
すがた し き かい しゅっせき

「教育条件整備」に係る取組の報告とお礼

昨年、「学習指導・生徒指導・進路指導に関わる教員の配置、奨学金の改善･充実、学び
さくねん がくしゅう しん ろ きょういん はい ち しょうがくきん かいぜん

場支援事業の充実」のための「教育条件整備」に係る小中保護者合同学習会、個人及び団
ば し えん じ ぎょう じょうけんせい び かか しょう ごうどう こ じんおよ だん

体署名活動をすすめて参りました。たくさんのみなさまのご協力により、本年度も小郡小・
たいしょめい まい

中学校に児童生徒支援加配をはじめとする、すべての子どもたちの学習・進路保障のための
じ どう し えん か はい ほ しょう

基準外教職員定数が配置されました。改めてお礼申しあげます。ありがとうございました。
き じゅんがい ていすう あらた れい

校
訓自

主
創
造

誠
実

退職・転任者 赴任者

職名・担任（教科） 名前 職名・担任（教科） 名前 職名・担任（教科） 名前

校　長 ２年１組（英語） ３年１組（英語）

教　頭 ２年２組（国語） ３年２組（家庭）

１年１組（理科） ２年３組（数学） ３年３組（数学）

１年２組（保体） ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 ３年４組（保体）

１年３組（国語） ２年副任（社会） ｵﾚﾝｼﾞ学級担任

ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 ２年副任（数学） ３年副任（技術）

ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 児童生徒支援加配 ３年副任（社会）

１年副任（数学） 養護教諭 ３年副任（音楽）

１年副任（美術） 特別支援教育支援員 ３年副任（理科）

１年英語担当 特別支援教育支援員 ３年国語担当
生徒支援

サポート教室担当
特別支援教育支援員 ALT

学校司書 特別支援教育支援員 スクールカウンセラー

学校事務 特別支援教育支援員 スクールソーシャルワーカー

学校事務補助 特別支援教育支援員 校　務

退職・転任の先生方 赴任される先生方
　　　　　教頭先生〈三国中学校（副校長）へ〉 　　　　　　教頭先生〈三国中学校より〉
　　　　　　先生〈三国中学校（教頭）へ〉 　　　　　先生〈宝城中学校より〉
　　　　　　先生〈附属久留米中学校へ〉 　　　　　先生〈福岡県青少年科学館より〉
　　　　　先生〈宝城中学校へ〉 　　　　　先生〈三国中学校より〉
　　　　　　先生〈広島市立宇品中学校へ〉 　　　　　先生〈神埼市立神埼中学校より〉
　　　　　先生〈退職〉 養護教諭　　　　　先生〈三国中学校より〉
　　　　　先生〈三国中学校へ〉 学校事務　　　　　　先生〈大原小学校より〉
養護教諭　　　　　　先生〈大原中学校へ〉 校務　　　　　　先生〈新規〉
学校事務　　　　　　先生〈味坂小学校へ〉
校務　　　　　先生〈退職〉

教職員紹介

退職・転任者、赴任者の紹介

〈保護者のみなさまへ〉



学校では、毎年の教育活動を振り返り、子どもの実態に照らしてどんな生徒を育てていく
がっこう まいとし きょういくかつどう ふ かえ こ じったい て せい と そだ

かを決めています。それが教育目標です。学校だより第２０４号でもお伝えしましたが、本校
き もくひょう だい ごう つた ほんこう

の教育目標は「夢と 志 をもって主体的に学び、心豊かにたくましく生きる生徒の育成」です。
ゆめ こころざし しゅたいてき まな こころゆた い いくせい

予測困難な時代においては、他者
よ そくこんなん じ だい た しゃ

と対話し、学び支え合う社会をつく
たい わ さ あ しゃかい

っていく協働的な営みが必要であ
きょうどうてき いとな ひつよう

り、持続可能な社会の創り手である
じ ぞく か のう つく て

子どもたちがエージェンシー〈①学

び続ける力 ②新たな課題に対応
つづ ちから あら か だい たいおう

できる力 ③協働的に課題解決でき
かいけつ

る力の３つの力をエージェンシーと

位置付けています〉を発揮して、理想
い ち づ はっ き り そう

の実現に向けて現状をよりよくす
じつげん む げんじょう

るために責任感をもって社会に参画
せきにんかん さんかく

していくことが求められています。
もと

そこで本校では、知・徳・体の調和
ち とく たい ちょう わ

のとれた教育、SDGsの理念「誰ひ
り ねん だれ

とり取り残さない」を軸とし、未来
と のこ じく み らい

に向かって成長しようとしている
せいちょう

子どもたちの可能性を伸ばし、新
か のうせい の あたら

しい時代に求められる資質・能力
し しつ のうりょく

を確実に育成したいと思っています。
かくじつ おも

なお、本校の生徒たちの実態や本

年度の重点目標等は右図に示して
ねん ど じゅうてん とう う ず しめ

おりますのでご確認ください。
かくにん

〈本年度の教育目標と経営方針については小郡 中学校ホームページにも掲載しております〉
けいえいほうしん お ごおりちゅう けいさい

まずは、本校の教育方針等をご理解そして共有していただき、保護者・地域と連携した教育
り かい きょうゆう ほ ご しゃ ち いき れんけい

活動を推進していきたいと考えています。いつの時代も「学校と保護者・地域のみなさまが同
すいしん かんが おな

じ目標に向けてすすんでいく学校は、すばらしい学校である」と言われています。どうぞ、趣旨
い しゅ し

をご理解の上、本年度もご協 力・ご支援をお願いいたします。
うえ きょうりょく し えん ねが

○理想を実現しようとする高い志や意
欲をもって、主体的に学びに向かう
○試行錯誤しながら問題を発見・解決

し、新たな価値を創造していく

○生命を大切にし､人権を尊重する心
○自他のよさを認め合う心
○礼儀をわきまえ、他者を思いやる心

○様々な人々と協働する心

○感性を豊かに働かせながら、
意欲的に努力する態度
○主体的な学びの定着

○粘り強くあきらめない気力と体力

夢と志をもって主体的に学び 心豊かに たくましく生きる

【自己肯定感】…ありのままの自分を信頼する、「わたしも大切、あなたも大切」、
自分の「強み」を見つける、レジリエンス（逆境や困難に負けない力）
【主体性】…自分の判断でやるべきことを見極める、目標に向かって効果的に行動する、
自分のこと（気持ち）を自分の言葉で表す、人と心を通わせる言動
【多様性（ダイバーシティ）】…相手の多様性を認める（人権・同和教育、国際理解、インクル
ーシブ、LGBTQ+、SDGs…）、多様な見方・考え方ができる、情報活用能力、情報リテラシー

夢と志をもって主体的に学び、心豊かにたくましく生きる生徒の育成
校訓「自主」「創造」「誠実」の具現化

『自分で考え、判断し、責任をもって行動できる生徒』 〈考動〉〈協働〉
・すすんで学習に向かう生徒 【学び続ける力の獲得】
・課題を自分ごと化し、その解決に向けて粘り強く取り組む生徒
【新たな課題に対応できる力の獲得】

・自分の行動や感情をコントロールし、集団の一員として協働していく生徒
【協働して課題を解決できる力の獲得】

【誰ひとり取り残さない、個に応じた指導】【教職員自らの自己改革、指導力向上】
１ 確かな学力の向上〈生徒の見取りを重視し、学び続ける力を高める授業づくり〉
２ 豊かな心と健やかな体の育成〈自分や他者を大切にする心豊かな集団づくり〉
３ 保護者・地域から信頼される学校づくり〈連携して子どもを育てる環境づくり〉

学校教育目標

・明るく素直で、挨拶もよくできる
・学校行事には意欲的に取り組む
・落ち着いた学習態度である
・(知)持続的な学力向上が見られる
・(徳)「人との関わりに関する」項目が高い
・(体)概ね規則正しい生活ができている

生徒の実態

・ (知)基礎・基本の定着､家庭学習(タブレットの活用)の定着
ＥＱ（自分や他者の感情を察知して理解する。その上で、
自分の感情をコントロールし、利用する力）の育成

・ (徳)「集団や社会との関わりに関すること」の項目の強化
・ (体)体力の向上、自己健康管理能力の育成

課題〈本年度、特に力を入れたい項目〉

本年度の重点目標

本校のめざす生徒像

本年度の経営の最重点項目

「これからの社会を強く、しなやかに生きていく力をもった生徒」 「学びがいのある授業」 「信頼される教師」

①チームワーク ②共通のビジョン ③仲間づくり ④授業づくり ⑤地域との連携
⑥生活・学習習慣（家庭との連携） ⑦快適な教室（雰囲気） ⑧特色ある学校

Well-beingな学校づくり 「力のある学校」実現のキーワード

生徒に身につけさせたい３つの力

生徒エージェンシーの獲得

小郡市立小郡中学校 令和６年４月２４日

小郡中学校だより 第２０５号

校長 船 津 聡 哉

学校教育目標 ～夢と志をもって主体的に学び、心豊かにたくましく生きる生徒の育成～



４月１９日(金)の授業参観・学級懇談会・ＰＴ
じゅぎょうさんかん がっきゅうこんだんかい

Ａ総会、そして歓送迎会に参加していただいた保護
そうかい かんそうげいかい さん か

者のみなさま方、本当にありがとうございました。
がた ほんとう

授業参観では、少し緊張しながら学習している子
すこ きんちょう がくしゅう

どもたち、いつもより表 情の硬い先生方の姿が見
ひょうじょう かた せんせい すがた み

られました。また、短い時間でしたが学級懇談会
みじか じ かん

では、保護者のみなさまの思いや願いなども聞かせ
き

ていただき、子どもたちの成長を願う親の思いが伝
おや

わってくる有意義な時間がもてたことに感謝してお
ゆう い ぎ かんしゃ

ります。ＰＴＡ総会もスムーズに終えることができ、
お

一年間の活動計画等が決定しました。これからも保
かん けいかく けってい

護者のみなさまと協力し合い、子どもたちが着実
ちゃくじつ

に成長できるように努力していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
ど りょく

部活動方針の詳細は、小郡中ホームページをご覧ください

４月２３日(火)に部活動編制がありました。部活動は、次の①～③が大きなねらいです。
ぶ へんせい おお

①心と体の調和的発達と自分の役割を果たす ②自分のよさを伸ばし、将来の活動に生かす
からだ はったつ じ ぶん やくわり は しょうらい

③集団の大切さの自覚と対人関係の充実をめざし、つながりを深め、信頼関係を高める
しゅうだん たいせつ じ かく たいじんかんけい じゅうじつ ふか しんらい たか

目標を明確にし、先輩や友だちと協力しながら人間関係を豊かにしてたくましい体力、忍
めいかく せんぱい とも にんげん たいりょく にん

耐力をつけてほしいと願っています。なお、部活動(常設部)の顧問割は下表の通りです。
たいりょく じょうせつ こ もんわり か ひょう とお

※「福岡県運動部活動の在り方に関する指針(県教育委員会)」及び「小郡市部活動の在り方に
ふくおかけんうんどう あ かた かん し しん い いんかい およ し

関する指針(市教育委員会)」に基づき、本校でも活動方針を決めています。なお、市は令和８
れい わ

年度より土日の部活動を地域スポーツクラブ等へ移行していきたいと考えています。今後、本
ど にち い こ う こん ご

校の部活動の在り方についても市の動向を見ながら、検討をすすめていきます。
どうこ う けんと う

(１) 早 朝の練習 (朝練)を実施する場合は、７時２０分
そうちょう れんしゅう あさ じっ し ば あい

からとします。また、７時前の登校はできません。
まえ とうこう

朝練については、基本的に３月１日～５月３１日
き ほん

の期間は中止としていますが、この期間中に大会等
き かん ちゅう し ちゅう たいかい

があり、朝練を実施する場合は、保護者・部員と十分
じゅうぶん

な連絡をとり、了 承のもと活動します。
れんらく りょうしょう

(２) 下校時間は月ごとに最終下校時間が違いますので確
げ こう つき さいしゅう ちが

認してください。〈日没までに帰宅します〉
にちぼつ き たく

(３) 定期考査３日前から考査最終日の朝までの活動は中
てい き こう さ

止とします。〈中体連大会前は保護者・部員の了承の
ちゅうたいれん

もと短時間行う場合もあります〉
たん おこな

(４) 毎 週月曜日は統一のノー部活デー(朝練がないとき
まいしゅう とういつ

は、８時前に登校できません)とし、学級活動や生徒会活動優先日とします。また、学期
ゆうせん がっ き

中の休養日は週あたり３日以上とします。〈基本は平日は少なくとも２日、週休日(土曜
きゅうよう い じょう へいじつ すく

日及び日曜日)は少なくとも１日以上を休養日とします〉ただし、大会参加等により休養

日が各部活動で異なりますので、事前に配布される活動計画表等で確認をお願いします。
かく こと じ ぜん はい ふ

退任役員のみなさま

本年度役員のみなさま

会　長

書　記

会　計

　　　　　　　　さん

　　　　　　　　さん
　　　　　　　　さん

　　　　　　　　さん

よろしくお願いします
　　　　　　　　さん

副会長

　　　　　　　　さん
　　　　　　　　さん

　　　　　　　　さん

書　　記　　　　　　　　　　　さん
会　　計　　　　　　　　　　　さん

【本年度のＰＴＡ役員】

副会長　　　　　　　　　　　さん

【退任されるＰＴＡ役員】
ありがとうございました

会　 長　　　　　　　　　　　さん
副会長　　　　　　　　　　　さん

副会長　　　　　　　　　　　さん

男
女

バレーボール 女

男
女
男
女

ソフトボール 女

野球

サッカー

吹奏楽

顧 問 名

バスケットボール

ソフトテニス

卓球

【令和６年度　部活動（常設部）顧問割】

剣道

美術

家庭

部 活 動 名

授業参観･学級懇談会･ＰＴＡ総会・歓送迎会 ありがとうございました！

部活動編制がありました


